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1，目的
　本研究で は、母親か ら 「身体感覚が弱く、療育園で の 音
楽活動に従事で きない 」 と訴 え の あっ たASD 児を対象に、
視覚支援や リハ

ー
サル を用い た リトミ ッ ク課題を実施 し、

その 有効性を検討した。

皿，方法
1，対象児　支援開始時5；10の ASD 男児1名。知的障害児対

象の 療育園 に 通園 し て い た。新版 K 式2001 発 達検査（CA
＝5：10）による DQ は 、 姿勢 ・運 動 ：53、認知 ・適応 ； 100、
言語 ・社会 ：　　　　　 100、 全領域 ： 101で あ っ た。指導開始前は、
姿勢保持が困難で 多動、模倣の 際に 手本との 向きが 左右逆、
微細模倣の 間違い な どの 行動が 認められた 。

2．指導場面　大学の プ レ イルーム に お け る週1回の 療育60
分の うち、約15分を用 いた。対象児、母親が横

一
列 に並び、

キ
ー

ボード演奏をする指導者、プ ロ ン プタ
ー

と対面 して 立

っ て い た。プ ロ ン プ タ
ーが 指導者によるキ

ー
ボ
ー

ド演奏に

合わせた動作を教示 した後、 対象児、 母親に模倣 して もら
っ た。
3．手続き　課題の 動作 ・曲は 、 「イラス トで わかる障害
児の リ トミッ ク指導』　（望月ら，2001）より、 自然勤作反応

リトミッ ク （
「「
片足 トン トン

”

、
「’

腕をブ
ー

ラン ブ
ー

ラン
”
、
”

た の しい ギ ャ ロ ッ プ
”
）、模倣動作反 応 リ トミッ ク （

”
わ ん

わ ん お犬
’
、
”
ポ ン ポ コ た ぬ き

”
、”

う
一

さぎ、うさぎ
”
）を用い た 。 なお 、 介入 は 自然動作反

応 リトミ ッ ク の み 実施 し、模倣動作反応リトミ ソ ク に つ い

て は般化 の みを確認 した。
（D ベース ライン （BL）期　通常行 われ る リトミ ッ ク課

題 を行 っ た。
（2）介入期 1　 キ

ー
ボ
ー

ドの 前 面 に 対象児 の 立 っ て い

る 方向 に 向けて 、自然動作反応 リ ト ミ ッ ク を 示 し た イ
ラ ス トが描か れ た ス ケ ジ ュ

ー
ル 表 を貼 っ た。また、「で

きま し た表 」 を使用 し、課題従事 に対 し ト
ー

ク ン エ コ

ノ ミ
ー

法 に よ る バ ッ ク ア ッ プ強化を行 っ た。
（3）介入期 2 ”

たの しい ギャ ロ ッ プ
’
の み、曲を演奏する

前に リハ ー
サル を行 っ た。そ の 後、四分音符＝40 の テ

ン ポお よ び 四分音符＝70 の テ ン ポ で リ トミ ッ ク を実

施 した ．他 の リ トミ ッ ク に つ い て は、介入 期 1 と 同 様
の 手続きで あ っ た 。

（4）ポス トセ ッ シ ョ ン （PS）期　介入期 1、介入期 2 の

効果 を検討す るた め に実施 し た。手続 きは BL 期 と同

様で ある。
（5）般化 テ ス ト　本研 究 で 行っ た リ ト ミ ッ ク 以外 の リ

トミ ッ クに般化 が み られ るか を確認す るために実施 し
た。
4，結果の 算出方法　リ トミ ッ ク 課題 の 評価と して 、反
応動作別 に 0〜3 点 の 4 段 階 で 評価 し、課題従事率 （％）
を算出 した。また 、動作 の 正 確性 にっ い て、反応動作

別 に 0〜3 点 の 4 段階 で 評価 し、動作達成率 （％）を

算出 し た。全 セ ッ シ ョ ン の うち ラ ン ダム 抽 出 に よ る 5
セ ッ シ ョ ン の 観察者間

一致率は 86．7％であ っ た。
5．社会的妥当性　研究終了後にア ン ケ

ー
トによ り、母

親に社会的妥 当性 の 評価 を求 め、本指導につ い て 、そ
の 技法 お よび実施 方法 の 有効性 な ど を 4 件法で質問 し

た。
皿，結果と考察
　結果 をFig，1、　 Fig．2に 示 した 。 課題従事率 に つ い て

は、自然動作反応 リトミ ソ ク の介入期1で安定 し、模倣

動作反 応 リ トミ ッ ク に も般化 が み られた。達成率につ

い て も同様 の 結果が示 され た。介入期 2で は、
”
たの し

い ギ ャ ロ ッ プ
”
の 達成 率 が 上 昇 し、リ ハ ーサ ル の 有効性

が 示 された。社会的妥当性 は 概 ね好意的 な 評価で あ っ

た 。 また 、 般化テ ス トで は、高い 課題従事率が 認 め ら
れ、動作達成率に つ い て も

一
定の 般化 が 認 め られた。

本 研究 に よ り、リ トミ ッ ク 課題 時 に おけ る視覚支援 の

有効性 が 示 された。一
方 で、療育園や習 い 事先で の音

楽活動に従事す る こ とは で きず、日常生活場面 で の般
化は み られ なか っ た。し か し、課題従事率の 高い 活動
か ら介入する と、似た 活動 に も般化す る こ とが 示唆 さ

れ た。今後 の 課題 として 、日常生活場面 に 般化で き る

よ うな介入方法 の 検討が必要 で あると考 え られ る。
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